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　本年７月の人事異動で鳥取税務署長を拝命しました中村でござい

ます。よろしくお願いいたします。

　鳥取税務署の勤務は初めてとなり、全国的に有名な鳥取砂丘や浦富海岸に早速行き、あまりの美

しさに魅了されました。また、鳥取の特産である岩ガキや白イカもおいしくいただき、このような

地で勤務できることを大変嬉しく思っております。

　はじめに、公益社団法人鳥取法人会の皆様には、平素から税務行政の円滑な運営につきまして格

別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。

　また、貴会におかれましては、新型コロナウイルス感染症のため中止となる会議、イベントもご

ざいますが、青年部会を中心とした租税教室への講師派遣、女性部会の「税に関する絵はがきコン

クール」など、感染予防対策を徹底しながら積極的に事業活動を展開され、着実にその成果を挙げ

られておられます。このような活動や実績につきましては、鳥取法人会の皆様が一致団結してご尽

力された賜物であり、皆様の熱意あるご努力に対しまして、心より敬意と感謝を申し上げます。

　このように活気あふれる法人会を築かれましたのは、村江会長をはじめとする役員の方々の卓越

したご指導のもとで、会員の皆様方と意思の疎通を図り成し得た賜物であり、皆様方のご尽力とご

熱意に対しまして改めて敬意を表する次第でございます。

　さて、近年の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、行政全体のデジタル化の必要性及び

重要性が顕在化しております。国税庁におきましても、各種事務のデジタル化を進め、さらなる納

税者利便の向上に取り組むこととしております。国税庁ホームページにおいて、動画配信を中心と

するデジタル技術を駆使した情報提供体制を整えてまいりますので、法人会会員の皆様には、引き

続き、ｅ－Ｔａｘやキャッシュレス納付の利用、そしてその基盤となるマイナンバーカードの取得

につきまして、一層のご理解とご協力をお願いします。

　また、最近の税務行政を取り巻く動きといたしましては、令和５年10月１日の適格請求書等保存

方式、いわゆるインボイス制度の導入に先立ち、昨年10月から、インボイス制度における登録事業

者となるための登録申請の受付が開始されています。登録を予定されている会員の皆様におかれま

しては、制度開始に向けた準備をスムーズに進めていただくためにも、ｅ－Ｔａｘによる早期の登

録申請をいただきますよう、お願いいたします。

　最後になりましたが、鳥取法人会の益々のご発展、並びに会員の皆様方のご健勝と事業のご繁栄

を祈念いたしまして、私の着任のあいさつとさせていただきます。

着任挨拶
　　　　鳥取税務署長

中　村　裕　之

3



4

事業活動

　本総会は、感染リスク対策を徹底し、鳥取税務署より唯間秀隆署長、
富田知博副署長、安藤直人統括官の３名、協力保険3社ご代表様にご臨
席賜り通常通りの開催となった。
　　◇ 本人出席　７６名　　委任状出席　８３２名
　午後２時、定刻となり山﨑弘嗣総務委員長進行のもと村江 清志会長
（以下、会長という）の開会挨拶の後、鳥取税務署長唯間様よりご祝辞
を頂いた。つづいて吉田 智事務局長（以下、事務局長）が本人出席者
数および委任状出席数を議場に報告し、本総会成立要件を満たしている
ことを告げた。
　つづいて定款に則り、会長が議長を務め、議事録署名
人として谷川寛理事、加藤陽子理事２名を議場に諮り満
場一致で承認された。
第１号議案、令和３年度収支決算承認、
第２号議案役員変更案について事務局長が説明、
両議案とも満場一致で承認された。
　つづいて、報告事項の令和３年度事業報
告および令和４年度事業計画と収支予算に
ついて理事会承認済事項として事務局長が
説明した。
　つづいて、表彰式では会員増強功労企業
３社、（鳥取信用金庫・㈱鳥取銀行・AIG損
保㈱）個人３名、（村江清志会長・辰己泰
彦理事・諸寄英久氏）　福利厚生制度法人
２社、（㈱ドゥーベスト保険事務所・伊藤育興産㈱鳥取支店）　租税教室
講師17名に対し、その功績を称え、其々表彰状、感謝状が贈呈された。
　最後に、事務局長が祝電を披露し定時総会は滞りなく終了しました。 

　第二部では、記念講演会として、一般聴講者を含め100名が聴講。
　カレーハウスCoCo壱番屋創業者 宗次 德二氏に講師を依頼、『宗次流
独断と偏見の経営哲学』～真面目にやり続けることが企業経営の鉄則～
と題し講演を頂いた。
　≪7/5発行　政経レポート　講演ダイジェスト版　掲載済≫

第１１回 定時総会
令和４年５月25日（水） とりぎん文化会館　第1会議室

村江清志会長 開会挨拶

㈱鳥取銀行　ご代表様鳥取信用金庫　ご代表様

AIG損保㈱　ご代表様

カレーハウスCoCo壱番屋創業者
講 師：宗次 德二 氏 
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～ 会員増強に対しての表彰状 ～～ 会員増強に対しての表彰状 ～
（会員獲得５社以上）（会員獲得５社以上）

～ ～ 福利厚生制度に対しての表彰状福利厚生制度に対しての表彰状 ～ ～

～～ 「租税教室」 講師に対しての感謝状 「租税教室」 講師に対しての感謝状 ～ ～

辰己 泰彦 様
（㈱ドゥーベスト保険事務所）

村江 清志 様
（鳥取法人会 会長）

諸寄 英久 様
（㈱真心堂）

表彰の皆様

● 個人表彰 ●

● 団体表彰 ●

（順不同）

諸吉　 稔 様 辰己 泰彦 様 渡邊 昌子 様 田島 大介 様
（㈱ティエスピー） （㈱ドゥーベスト保険事務所）  (㈱Abe-Rise) （㈱タシマボーリング）

出口 敦教 様 清水 昭生 様 加藤　 寛 様 林　 貴之 様
（㈲プラスペリティ） （㈱清水） （㈱太陽） （はやし接骨院）

田淵 裕章 様 中井 史生 様 山根　 望 様 松村 将史 様 
（㈱田淵金物） (㈱アドセンターパル) （㈱鳥取建材） （千谷茗風園）

尾﨑 大祐 様 小谷 直大 様 橋本 正幸 様 西村 寿幸 様
（D.O） （㈲亀甲や） （AIG損害保険㈱） （AIG損害保険㈱）

荒木 優子 様
（㈲杉内）

鳥取信用金庫 様 株式会社鳥取銀行 様 AIG損害保険株式会社
鳥取支店 様

辰己 泰彦 様 伊藤育興産㈱
（㈱ドゥーベスト保険事務所） 鳥取支店 様



科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 500 500 0
　特定資産運用益 13 57 △ 44
　受取会費 9,666,900 9,913,200 △ 246,300
　事業収益 751,000 466,500 284,500
　受取補助金 8,626,000 9,172,700 △ 546,700
　受取負担金 682,000 655,000 27,000
　雑収益 40,146 156,515 △ 116,369
　経常収益計（A） 19,766,559 20,364,472 △ 597,913

（２）経常費用 0
　事業費 19,498,203 14,135,958 5,362,245
　管理費 2,584,986 2,571,563 13,423
　経常費用計（B） 22,083,189 16,707,521 5,375,668
　当期経常増減額（A－B） △ 2,316,630 3,656,951 △ 5,973,581
経常外費用 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 2,316,630 3,656,951 △ 5,973,581
一般正味財産期首残高 18,712,565 15,055,614 3,656,951
一般正味財産期末残高 16,395,935 18,712,565 △ 2,316,630

科　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
　基本財産運用益 500 1,250 △ 750
　特定資産運用益 40 40 0
　受取会費 9,960,000 9,760,000 200,000
　事業収益 2,550,000 2,355,000 195,000
　受取補助金 8,500,700 8,518,000 △ 17,300
　受取負担金 673,000 643,000 30,000
　雑収益 680,070 400,070 280,000
　経常収益計（A） 22,364,310 21,677,360 686,950

（２）経常費用 0
　事業費 22,668,546 22,793,006 △ 124,460
　管理費 2,925,734 2,769,614 156,120
　経常費用計（B） 25,594,280 25,562,620 31,660
　当期経常増減額（A－B） △ 3,229,970 △ 3,885,260 655,290
当期一般正味財産増減額 △ 3,229,970 △ 3,885,260 655,290
一般正味財産期首残高 16,395,935 18,712,565 △ 2,316,630
一般正味財産期末残高 13,165,965 14,827,305 △ 1,661,340

令和３年度 　正味財産増減計算書（損益計算ベース）
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

（単位：円）

令和４年度　収支予算書 （損益計算ベース）
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

（単位：円）
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令和４年度　事業計画
（令和４年４月１日から令和５年３月31日）

Ⅰ.　事業計画の基本方針
　�　平成24年４月１日、公益社団法人へ移行以来、以前の社団法人に比べ主務官庁による行政監査
の定期的な実施など公益性、コンプライアンス・ガバナンスの徹底に向けた体制強化に加え、諸
規程の整備が求められています。

　�　本来の設立趣旨である、よき経営者をめざすものの団体として、会員企業、社員様を支援する
ことはもとより、公益法人として非会員、一般市民への税広報・法人会活動広報に加え社会貢献
活動にも積極的に取組んで行きます。

　�　なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期が未だ見通せない中、コロナ禍における事業や会
議運営に充分留意するとともに、デジタル社会に対応できる法人会を目指し、Web環境の整備
や活用に努める。

　�　法人会活動をなお一層充実させるためには、組織・財政基盤の強化が重要であり、会員増強や
福利厚生制度の全国統一推進施策に取り組む。

　1�．税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、適正かつ公平な申
告納税制度の維持・発展と税務行政との協調・協力による円滑な執行に寄与する。

　2．税ならびに会社経営に関する研修会及び従業員向け研修実施により企業繁栄に寄与する。
　3．会員の積極的な自己研鑽姿勢を支援し、健全な企業経営、繁栄の一助となるよう努める。
　 �　また、地域の一員として法人会のスケールメリットを活用した地域に密着した活動を進め、

社会の健全な発展に貢献する。

Ⅱ.　主な事業計画
　１．公益目的事業の推進
　　   （１）税務研修相談事業
　　　　　　◇　年５回の決算期別法人税務説明会開催
　　　　　　◇　年２回の新設法人税務説明会開催
　　　　　　◇　年２回の会報発行・ＨＰ等による税全般および活動の広報
　　　　　　◇　税制関連冊子配布・その他税務・経営支援関連研修会の開催
　　　　　　◇　電子申告（ｅ－Ｔａｘ）・電子納税（ダイレクト納付）の利用促進支援
　　   （２) 租税教育事業
　　　　　　◇　小・中学校対象の租税教室への講師派遣（青年部会・親会）
　　　　　　◇　第15回「キッズカフェ」の決算状況を題材とした租税教育（青年部会）
　　　　　　◇　第13回「税に関する絵はがきコンクール」実施・カレンダー作成（女性部会）
　　　（３）税制提言事業
　　　　　　◇　税制委員会による税制改正要望の取りまとめ
　　　　　　◇　税制行政の円滑化を図るための要望等を関係官庁に提言
　　　　　　◇　全国大会・税制改正要望大会への参加～千葉大会（千葉市）
　　　（４）広報事業
　　　　　　◇　ＨＰの充実　～　情報開示・講演会・研修会他イベント紹介による広報促進
　　　　　　◇　�会報「法人とっとり」２回・県連「県連通信」１回・全法連「ほうじん」４回
　　　　　　◇　「税を考える週間」（11／ 11～ 11／ 17）の事業実施
　　　　　　◇　イベント参加による税金クイズ・税広報の実施
　　　（５）社会貢献事業
　　　　　　◇　第15回「キッズカフェ」開催による次世代の育成（青年部会）
　　　　　　◇　献血ボランティアの実施（女性部会）
　　　　　　◇　支部活動における「花の苗」寄贈、グラウンドゴルフ大会共催
　　　　　　◇　古タオルの回収・寄贈（女性部会）
　　　　　　◇　県連受託事業（とっとり出会いサポート事業）への支援・協力
　　　（６）経営支援事業
　　　　　　◇　講演会・セミナーの実施および参考冊子の無料配布
　　　　　　　　（親会：２回　女性部会：３回　青年部会：３回　支部：６回）
　　　　　　◇　新入社員研修会　４月開催（鳥取商工会議所・鳥取県経営者協会との共催）
　　　　　　◇　新入社員対象実践マナー研修　春開催
　　　　　　◇　社員対象インターバル研修の実施
　　　　　　◇　全会員対象のオンデマンドセミナー環境整備
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◆ インターネットセミナー
　　　※600タイトル以上のセミナーが 無料 で受講可能！！

◆ 決算期別法人税務説明会・新設法人説明会開催� 講師　 鳥取税務署　元上 和彦 氏　

◆ 各種集合型研修会
□ ＰＣセミナー（２時間コース）４回　（5/18、5/25、6/21、6/23）　 のべ 65名参加

会員ID：　hj 2801　パスワード： 1604

鳥取法人会専用ログインページ画面

右上　ログイン

セミナー選択

≪カリキュラムメニュー≫
◆ 研修・人材育成 　◆ 労務　 ◆健康　◆ 一般経営

◆ 税務・経理　◆ 政治・経済

鳥取法人会HP　 右下クリック

  ≪視聴状況≫ 　4カ月間　(R4.4月～ 7月)
　　☆ アクセス数 (コンテンツ確認)　3,203件
　　☆ 視聴回数 (会員・一般)　　452件

≪データベースまとめセミナー≫
 　　　　　　～データ入力・集計編～
・連続データ作成・関数入力
・セルの結合と分割
・フィルター・ソート基本
・ドロップダウンリストの活用

□ 第１回  6/23　４・５・６月決算  55社（非会員16社）
　 第２回  9/22　７・８・９月決算  66社（非会員26社）
　　　　　会社の決算申告の実務・税制改正ポイント・消費税
　　　　　インボイス制度・印紙税・自主点検チェック活用
□ 新設法人説明会　　6/24　　 ８社　( 非会員７社 )
　　　　　会社設立後の注意点、申請書類等・インボイス制度
　　　　　会社の決算申告の実務・税制改正ポイント・
　　　　　消費税・源泉所得税・自主点検チェック活用
　　　　　☆ 年末調整説明会開催に替え、『年末調整実務のポイント』を全会員様に無償配布

社内研修・

スキルアップに

ご活用ください。

研修事業

8
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※�ご記載の個人情報は当選者への
商品発送手続以外には使用致し
ません。

第９回　県連統一　税金クイズ！！

WEB応募はこちらから

鳥取法人会ＨＰにも
掲載します！！

皆様からのご応募
　　お待ちしています。

当選者150名様　　< 応募〆切　令和４年11月30日 >
（当選者発表は12月商品発送をもって代えさせていただきます。）

≪実践型研修プログラム≫
・社会人としての心得
　　企業が求める意識・行動・考え方
　　身だしなみ・言葉づかい・敬語
・電話応対
　　かけ方・取り次ぎ方
・ビジネスメールの基本
・訪問・来客対応
　　伝言・名刺のマナー

≪中部特産品　詰合せセット≫
・牛すじカレー　250ｇ
・あご入り鰹ふりだし　10袋入り
・三朝温泉入浴剤　 25ｇ
・三朝温泉リップクリーム　 4ｇ
・まんまるおからクッキー　85ｇ
・白バララングドシャ　 10枚入
・はちみつピーナッツでつくった
　　　ピーナッツハニー 　250ｇ
・鳥取砂丘をまるかじり
　　　バームクーヘン　45ｇ

□ 新入社員ビジネスマナー研修　　　4/14　39名参加
□ 共催新入社員研修　　4/4、4/5　　のべ　101名参加

  

  
  !!!!  

鳥取法人会  総会員数推移 ≪令和３年12月末≫
　1,853社 （うち個人75社）
☆減少基調から増加に転化

法人会  TVCM（10月～３カ月間）・ラジオＣＭ（上記１週間）

税を考える週間：11/11～ 17県連広報事業
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令和４年

6月10日
（金）

　第24回女性部会総会が鳥取ワシントンホ
テルプラザで開催されました。
　鳥取税務署より富田知博副署長、法人課
税第一部門安藤直人統括国税調査官を来賓
にお迎えし、また親会から村江清志会長に
ご出席いただき、その中で令和３年度事業
報告、活動費内訳、令和４年度事業計画等
が報告されました。
　第二部では親会会員でもあります㈱鳥取
クリエイティブ研究所　代表取締役の松原
雄平氏に「頻発する地震について」と題し
て講演をいただきました。気象災害は接近
に伴って正確な予想がされ事前対応ができ
ますが、地震災害は前ぶれもなく突然襲っ
てきます。地震災害に備えることは、重要
なリスク管理の一つといえます。近い将来
必ずやってくるといわれている南海トラフ
大地震に真剣に向き合わなければならない
と痛切に感じました。

　コロナ禍ではありましたが出来る限りの
感染対策を講じ、総会・講演会・懇親会・・・
と久しぶりに通常の形で開催することが出
来ました。早く不安なく事業が出来るよう
になることを願うばかりです。

第第2424回女性部会総会開催回女性部会総会開催

女性部会のページ

川口眞佐子部会長の挨拶

講師の松原雄平氏会場風景

村江会長

富田副署長
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　７月12日（火）７月定例会を開催しました。久しぶりの
会員卓話食事会です。以前から希望の多かった「有隣荘」
にやっと訪れることが出来ました。有隣荘は昭和36年米原
家の所有となるまでは因幡の屈指の大庄屋「西尾邸」とし
て知られていました。京都から庭師を入れて完成までに３
年の月日を費やしたという庭園、鳥取藩主池田家から拝領
した茶室など、由緒あるお屋敷でいただいたお食事は本当
に素晴らしかったです。
　会員卓話は昨年度より理事をしていただいている㈱Abe-
Riseの渡邊昌子さんがこれまで頑張ってこられたお仕事に
ついて話されまし
た。渡邊さんの仕事
を通じての人となり
を感じることがで
き、とても感銘を受
けました。

　令和４年４月14日、「第16回法人会全国女性フォーラム静岡大会」が静岡市のツインメッセ静岡
で開催されました。「ふじのくに“地域で学び、文化でつなぐ”～女性の力～」をキャッチフレー
ズに全国から1,400名の女性部会員ほか、国税調査官、静岡県知事、静岡市長らの来賓も出席され
ました。記念講演では、島田市出身の俳優、別所哲也氏が「ショートフィルムのチカラ！」と題し
て25分以下の短編映画の世界とその魅力を映像とともに紹介されました。

酒井全法連女連協会長の挨拶 出世大名家康くんと一緒に

有隣荘　表札 有隣荘　門

庭園の前で 渡邊理事の会員卓話

茶室の見学

７月定例会開催

第16回女性フォーラム静岡大会第16回女性フォーラム静岡大会



講師：坂井 二朗 氏

清水 昭生 部会長 挨拶

第40回　青年部会　総会第40回　青年部会　総会

≪青年部会全国対抗ラリー開催≫　
　　単位会対抗　７月１日～ ７月31日（実施済）　　　企業対抗　11月１日～ 11月30日
　　主催：大同生命㈱協賛：全法連青年部会連絡協議会

≪国の財政健全化のための健康経営プロジェクト≫　～日本の未来を担う子供たちのために～
　　取組推進・・・健康経営宣言・ジェネリック医薬品の利用促進　⇔　自社の価値向上
　　※全法連 ＨＰ掲載　　　　　　　　　　　（公財）全国法人会総連合青年部会連絡協議会

令和４年６月２日（木） 青年部会総会を開催
～ホテルモナーク鳥取～　

　鳥取税務署より副署長富田知博様、協力保険会社の御代
表様、親会より山中英雄総務担当副会長を招き35名出席に
て開催しました。開会挨拶で清水昭生部会長が、長引くコ
ロナ禍での活動制限・学校指導要領の変更に伴う影響を受
けつつも、青年部会根幹事業である租税教室講師派遣は計
画どおり実施できたこと、また、事前授業も含め準備万端
に進めていたキッズカフェが急遽前日中止となったことに
ついて、青年部会員の積極協力に対し感謝の言葉を述べら
れた。
　つづいて山田光成総務委員長が本総会にて卒業される３
名の報告、３年度新入会員14名の紹介を行った。
　つづいて議案に入り、田淵裕章副部会長が令和３年度事
業報告、青年部会に係る収支決算、令和４年度事業計画に
ついて報告を行った。
　最後に鳥取税務署副署長富田知博様より来賓代表挨拶を
頂いた後、林 貴之副部会長が祝電披露し閉会となった。

　第二部講演会では、坂井 二朗 氏 (イメージコンサルタン
トミドルシニア以上の男性専門) による『かっこいい大人』
～ be cool men ～ と題し講演が行われ35名が聴講。
　 ☆ �質疑応答ではお洒落番長　数名に無茶ぶりの質問を

強制 ?　ピンときていないメンバーもチラホラ?
　ブランド・許容価格帯・好み・体系は人それぞれ、でも
社会人としてサイズ感、清潔感など見た目の印象は大事で
す。大変参考になりました。� 事務局　評

　第三部交流会では、礒江和也交流委員長司会のもと協力
保険３社の出席者自己紹介もあり笑いあり、31名が楽しい
時間を過ごしました。
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青年部会の広場

【主な活動内容】　73名在籍
　◇ キッズカフェ　◇ 小学校６年生・中学生租税教室講師派遣
　◇ 税務当局意見交換会　◇ 研修会　◇ 講演会  ◇交流会
　◇ 視察研修　◇ Xmas家族会・BBQ ・お花見・ゴルフ

～ 50歳までの経営者の皆さんへ～

　　一緒に勉強・交流・社会貢献活動・家族サービス？しませんか。

　　ご入会お待ちしています。� 青年部会長　　　清水　昭生

� 会員増強委員長　諸寄　英久

～上半期 租税教室講師～
� ≪20小学校≫

清水 昭生 氏　　出口 敦教 氏
加藤　 寛 氏　　中井 史生 氏
林　 貴之 氏　　田淵 裕章 氏
尾﨑 大祐 氏　　荒木 優子 氏
小谷 直大 氏　　西村 寿幸 氏
橋本 正幸 氏　　山根　 望 氏
諸吉　 稔 氏　　渡邊 昌子 氏 
辰己 泰彦 氏　　松村 将史 氏
田島 大介 氏

法人会事業活動への
ご協力ありがとう
ございました。

将来を担う子どもた
ちに個性豊かな講師
陣が税の大切さ、日
常生活との関わりに
ついて授業実施中‼

《租税教育事業》

≪鳥取税務署幹部の皆様と青年部会・
　　　　　女性部会との意見交換会開催≫
� ～ 9/7　鳥取シティホテルにて～
　中村裕之税務署長をはじめ富田副署長、大杉広報官、原
統括官に出席頂き法人会との協力・協調関係を再確認でき
る良い機会となりました。

Xmas交流会Xmas交流会
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　法人会全国大会千葉大会が通常形式にて開催され、
鳥取法人会からは、村江会長（県連会長）を始め理
事、事務局（県連含む）の合計９名が参加しました。
コロナ禍による影響も若干残る中ではあったが、大
会実行委員会のご労苦もあり、万全の対策が施され、
全国から約1,700名の出席がありました。
　ご来賓として阪田 渉 国税庁長官、熊谷 俊人 千葉
県知事、神谷 俊一 千葉市長ほか友誼団体、協力保険
３社各代表、多数のご臨席があり盛大に式典が執り
行われました。式典では◆表彰受彰会紹介（会員増強・
研修参加率向上・福利厚生制度推進）◆税制改正提
言の報告（飯野 光彦全法連税制委員長）、◆租税教
育活動の報告（佐賀法人会青年部会）◆大会宣言（野
坂文雄全法連筆頭副会長）があり、最後に次年度開
催の群馬県連よる誘致PRにて締め括り閉会となった。
　第１部記念講演会では、地元出身の安藤 優子氏
(キャスター ジャーナリスト)が、『女性がテレビで働
くということ』を演題として、ご自身の経験談を交
え講演された。

第38回第38回

法人会全国大会 千葉大会法人会全国大会 千葉大会
令和４年10月13日（木）令和４年10月13日（木）

幕張メッセ幕張イベントホール幕張メッセ幕張イベントホール

Ⅰ　税・財政改革のあり方
　　１．財政健全化に向けて　２．社会保障制度に対する基本的考え方　３．行政改革の徹底
　　４．マイナンバー制度について　５．今後の税制改革のあり方
Ⅱ　経済活性化と中小企業対策
　　１．中小企業の活性化に資する税制措置　２．事業承継税制の拡充
　　３．消費税への対応 (インボイス制度・電子帳簿保存法の改正に対する事務負担等の配慮など)
Ⅲ　地方のあり方
Ⅳ　震災復興等
　　・企業の定着雇用確保における実効性のある措置の要望
　　・被災者支援の観点から雑損控除と切り離した新たな控除制度の創設検討
Ⅴ　そ　の　他
　　１．納税環境の整備　２．環境問題に対する税制上の対応　３．租税教育の充実等

令和５年度　税制改正に関する提言（概要）
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ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
修
了
。
現
在
、信
州
大
学
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
他
、
団
体

役
員
な
ど
を
併
任
。
著
書
に『
朗
働
の
時
代
』『
ジ
ョ

ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
一
問
一
答
』『
リ
ス
ト

ラ
無
用
の
会
社
革
命
』
な
ど
。
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◆
働
く
環
境
の
変
化
か
ら

　
生
じ
た
ス
ト
レ
ス
の
現
れ
方

　
長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、
働
く
人
た

ち
の
環
境
が
一
変
し
ま
し
た
。
在
宅
勤
務

で
は
、
仲
間
と
直
接
話
し
合
う
こ
と
が
な

い
の
で
進
捗
状
況
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

製
造
現
場
で
働
く
人
た
ち
は
出
社
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
事
務
職
員
が
出
社

し
な
い
の
で
、
顧
客
先
の
情
報
も
少
な
く

な
り
が
ち
で
す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
イ
ラ

イ
ラ
が
募
り
ま
し
た
。
そ
う
、
ス
ト
レ
ス

は
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
方
で
異
な
る
形
で
生

じ
た
の
が
特
徴
で
し
た
。

　
電
気
製
品
の
部
品
製
造
会
社
に
勤
め
る

30
代
の
男
性
Ａ
さ
ん
か
ら
、
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
相
談
を
受
け

ま
し
た
。
会
社
は
出
勤
社
員
を
調
整
し
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
中
堅
社
員
と
し
て
戦

力
に
な
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
毎
日

出
勤
。
そ
の
影
響
で
業
務
量
が
急
激
に
増

え
、
残
業
も
多
く
な
っ
て
、
疲
労
を
感
じ
、

眠
れ
な
い
日
々
に
な
り
ま
し
た
。
同
僚
と

の
会
話
も
減
っ
て
「
孤
立
状
態
」。
や
る

べ
き
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
に
後
回
し

に
な
り
、
ミ
ス
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

37
度
台
前
半
の
微
熱
が
10
日
ほ
ど
続
い
た

の
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
、
結
果
は
陰
性

で
し
た
が
軽
い
吐
き
気
に
も
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

◆
ま
ず
原
因
を
把
握
、

　
そ
こ
か
ら
対
処
方
法
が

　
生
ま
れ
ま
す

　
つ
ま
り
、
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
て
も
、
そ

の
原
因
は
み
ん
な
異
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
の
種
類
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人

の
数
だ
け
あ
る
と
と
ら
え
た
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　
Ａ
さ
ん
の
場
合
は
、
ズ
バ
リ
業
務
過
多

が
原
因
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
皆

さ
ん
も
す
ぐ
気
が
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

業
務
量
の
軽
減
が
緊
急
課
題
で
す
。
こ
こ

は
頑
張
ら
な
け
れ
ば
、
と
無
理
を
す
る
と

症
状
は
進
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
生

じ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　

ほ
ど
ほ
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
方

が
、
緊
張
感
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め

る
の
で
効
果
が
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
が
、
Ａ
さ
ん
の
場
合
は
、
ほ
ど
ほ
ど
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
発
散
方
法
と

し
て
、散
歩
や
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
、

子
ど
も
と
遊
ぶ
、
休
日
は
趣
味
の
時
間
を

持
つ
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
流
の
ス

ト
レ
ス
発
散
法
を
身
に
つ
け
て
、
ぜ
ひ
実

行
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、
ス
ト
レ
ス

の
原
因
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
、
そ
の
原

因
に
対
応
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
す
。

◆
上
司
に
求
め
ら
れ
る

　
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、

　
こ
れ
は
不
変
で
す

　
Ａ
さ
ん
か
ら
は
、
対
人
関
係
の
不
満
は

語
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ぜ
自
分
だ

け
こ
ん
な
に
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
ま
で
働
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
思
い

は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
つ
い
、
休
み
の
多

い
同
僚
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
感
情
が
、

ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
身
体
に
影
響
し
た
こ

と
も
想
像
で
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
主
な

原
因
と
分
か
っ
た
場
合
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で

大
声
を
出
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
か

い
た
り
す
る
発
散
系
の
対
処
法
が
効
果
的

で
す
。
休
養
系
、
癒
や
し
系
、
発
散
系
…

な
ど
の
複
数
の
対
処
法
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
職
場
で
大
事
な
こ
と
は
周
囲
の

サ
ポ
ー
ト
で
す
。
Ａ
さ
ん
に
上
司
へ
の
相

談
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
実
は
上
司
も
心
配

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
業
務
量
の
分

担
が
進
ん
だ
そ
う
で
す
。
本
当
は
職
場
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
基
本
「
早
期
発
見
と

早
期
対
応
」
を
念
頭
に
、
上
司
が
気
付
い

た
段
階
で
手
を
打
っ
て
ほ
し
い
ケ
ー
ス
で

し
た
が
、
相
談
が
い
い
方
向
に
な
っ
た
こ

と
は
ま
ず
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ス
ト
レ
ス
は
な
ぜ
？

　
　
原
因
は
み
ん
な
違
い
ま
す

　
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　

柏
木
勇
一

【
筆
者
紹
介
】
柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
Ｅ
Ａ

Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、
交
流
分
析
士
。
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寄　稿

　
調
査
で
代
表
者
個
人
名
義
の
預
金
通
帳

が
出
て
き
ま
し
た
。
毎
日
、
一
定
の
ラ
ウ

ン
ド
数
字
（
１
万
円
と
か
５
万
円
の
よ
う

に
切
り
の
よ
い
数
字
）
で
の
現
金
入
金
が

あ
り
、貯
ま
る
と
出
金
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
も
売
上
金
の
中
か
ら
一
定
金
額
を
つ

ま
ん
で
抜
い
て
い
る
よ
う
に
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
売
上
を
抜
い
て
い
る
と
い
う
証
拠

が
捕
捉
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

通
帳
の
入
金
は
振
込
み
や
小
切
手
入
金
と

い
っ
た
記
号
等
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
誰
か
ら
の
入
金
か
も
特
定
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
入
金
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
都
度
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
場
所
が
動

い
て
お
り
、
店
舗
の
近
く
や
代
表
者
の
住

所
地
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。
さ
あ
、
皆

さ
ん
が
調
査
官
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　
こ
れ
だ
け
の
条
件
で
は
売
上
除
外
の
推

定
は
で
き
ま
す
が
、
認
定
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
現
金
に
は
色
が

つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
相
手
先
は
も
と

よ
り
損
益
科
目
の
入
金
か
ど
う
か
も
特
定

で
き
な
い
か
ら
で
す
。私
が
代
表
者
な
ら
、

「
日
頃
か
ら
会
社
や
知
人
に
金
銭
の
融
通

を
し
て
お
り
、
そ
の
返
済
金
が
入
金
さ
れ

て
い
る
だ
け
な
の
で
、
何
か
問
題
で
も
あ

り
ま
す
か
」
と
回
答
し
ま
す
ね
。
会
社
か

ら
の
借
入
金
の
返
済
で
あ
れ
ば
、
金
銭
出

納
帳
に
そ
の
日
の
返
済
金
額
が
代
表
者
名

義
の
入
金
額
よ
り
多
く
な
け
れ
ば
つ
じ
つ

ま
が
合
い
ま
せ
ん
ね
。
代
表
者
に
い
わ
ゆ

る
時
貸
し
の
原
始
記
録
（
メ
モ
類
）
の
提

示
を
求
め
た
り
、
個
人
の
収
入
状
況
か
ら

時
貸
し
の
原
資
を
説
明
し
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
、

原
始
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
や
物
理

的
に
個
人
の
資
産
か
ら
貸
せ
る
だ
け
の
も

の
が
無
か
っ
た
場
合
で
も
、
売
上
除
外
で

の
否
認
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
同
じ
く
代

表
者
名
義
の
預
金
に
取
引
先
か
ら
の
振
込

入
金
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
官
は
振

込
先
に
反
面
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
売
上

除
外
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ

の
売
上
除
外
の
相
手
科
目
は
何
に
な
る
で

し
ょ
う
か
？

　
こ
の
預
金
は
個
人
の
公
共
料
金
の
支
払

や
ロ
ー
ン
の
返
済
等
の
生
活
費
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
普
通
預
金
と
し
て

会
社
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
売
上
除
外
分
は
す
で
に
費
消
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
原
則
的
に
は
代
表
者

へ
の
報
酬
、
つ
ま
り
認
定
賞
与
と
し
て
法

人
税
の
他
に
源
泉
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
こ
こ
で
代
表
者
か
ら
売
上
除
外
分
に

つ
い
て
、
分
割
で
必
ず
会
社
に
返
済
す
る

か
ら
、
貸
付
金
処
理
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
嘆
願
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
う
す
る
か
で

す
。

　
こ
こ
か
ら
は
国
税
当
局
の
裁
量
に
な
り

ま
す
が
、
過
去
に
お
い
て
不
正
行
為
を

行
っ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
金
額
的
に

返
済
が
可
能
な
も
の
な
の
か
等
を
総
合
勘

案
し
て
判
断
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

仮
に
代
表
者
へ
の
貸
付
金
処
理
と
し
た
場

合
に
は
、
法
人
と
代
表
者
の
間
で
金
銭
消

費
貸
借
契
約
書
の
締
結
と
、
振
替
伝
票
を

作
成
し
、
具
体
的
な
返
済
計
画
を
提
出
す

れ
ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
貸
付
金
に
対
す
る
利
息
相
当
分

に
つ
い
て
は
認
定
報
酬
と
な
り
ま
す
の
で

源
泉
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
途
中
で
不
履
行
が
生
じ
た
場
合

に
は
改
め
て
認
定
賞
与
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

税
務
調
査
は
詰
め
で
決
ま
る

　
　
　
～
実
践
税
務
調
査
～

　
税
理
士
　
　

牧
野
義
博

【
筆
者
略
歴
】
牧
野
義
博

（
ま
き
の
・
よ
し
ひ
ろ
）　

東
京
国
税
局
調
査
部
に
お

い
て
特
別
国
税
調
査
官
、

統
括
国
税
調
査
官
、
調
査

開
発
課
長
等
を
経
て
八
王
子
税
務
署
長
を
最
後
に

退
官
。
東
京
都
新
宿
区
で
税
理
士
登
録
。
著
書
に

は
『
ザ
・
税
務
調
査
１
～
３
』『
税
務
ト
ラ
ブ
ル
と

債
務
の
確
定
』（
大
蔵
財
務
協
会
）
ほ
か
専
門
誌

等
に
執
筆
。
Ｈ
Ｐ
は
「
牧
野
義
博
税
理
士
事
務
所
」

で
検
索
。
全
国
各
地
で
講
演
会
も
行
っ
て
い
る
。
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税務署からのお知らせ
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福利厚生制度のコーナー

鳥取支社  〒680-0846 鳥取市扇町32番地 扇町扶桑ビル5F

P22109  AFツール-2022-0288-2208035　7月20日
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えんトリー　会員状況

現登録会員数 663名

お引合せ成立組数（累計） 2,568組

カップル成立数（累計） 1,096組

成婚数
（センターに連絡のあった組数） 177組

【2022年8月末現在】

えんトリー・ナコード　活動状況（累計）

相談者数 520名

お見合い件数 339組

カップル成立数 184組

成婚数 6組

【2022年8月末現在】

【県委託 鳥取県法人会連合会 社会貢献事業】 

とっとり出会いサポートセンター

えんトリー　ＮＥＷＳ

結婚を希望されている方の結婚を希望されている方の
お世話をしていただけませんか！！お世話をしていただけませんか！！
あなたの周りに結婚・出会いを求めている方はいらっしゃいませんか？

「良い人なのにご縁がないみたい…」「だれか良い人いない？とよく頼まれる」
結婚したい人、出会いを求める人のお世話をしてくださる

☆ボランティア仲人さんを募集しています！
（令和４年８月末時点　ボランティア仲人人数：55名）　　　　　

ナコード制度開始から、約１年半。すでに６組の成婚報告をいただいています！
皆様のご協力、お申込みをお待ちしております。

縁結びナビゲーター
枡田　優さん（中部）
人々の幸せが自分の幸せだと

思って、日々、活動をしています。

えんトリーに登録されている方

はダイヤの原石です。磨けば磨くほど輝きます！

人と人との出会いが遠のく時代・・・。えんトリー

は出会いのチャンスを作っています。

１人でも多くの笑顔、幸せが生まれるのが楽し

みです。最強サポーターを目指して頑張ります。

縁結びナビゲーター
遠藤　理恵さん（東部）
気づけばもうこんな年に…

相談者さんがよくおっしゃられ

るお言葉です。

結婚はいつでもできる。

実はそうでもありません。男性は40歳を超えて

もこどもを望まれる方もおり、女性は40歳を超

えるほど理想が高くなる傾向があるようです。

さてそうなると何が起こるのか…そう結婚した

くてもできない現実です。

だからこそ今「仲人」さんが必要なのです。事

実を述べながら最善のサポートをする。厳しい

事も言いますがその先には必ず相談者さんの

「幸せ」と「最高の笑顔」が待っていると信じ。

幸せな未来を描きながら私たち仲人は相談者さ

んとともに歩んでいます。

（問い合わせ先）
〇鳥取センター
　℡ 0857-30-5151
〇倉吉センター
　℡ 080-1646-1899
〇米子センター
　℡ 0859-30-3443

仲人さん立ち合い
のもとお見合い
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公益社団法人 鳥取法人会　
〒680-0031　鳥取市本町３丁目２０１番地　
　　　　　　　鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階

ＴＥＬ 0857（27）1604　　ＦＡＸ 0857（20）0555
メール hojin@toriho.com　　　ホームページ http://www.toriho.com
ご意見・ご要望をお待ちしております

冊子無料配布のご案内

掲載の各種冊子を
会員の皆様に

無料配布しています
ご希望の方は、
法人会事務局まで
お問合せください
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支部/会社名 代表者 所　　　在　　　地 業　種
《 東支部 》
㈱おむすび鳥取 中川　玄洋 鳥取市栄町627　マーチングビル1F 販売業

《 西支部 》
㈱かんぽ生命保険 鳥取支店 井口　浩之 鳥取市東品治町101 生命保険
㈲鴨河クリーニング店 鴨河　猛志 鳥取市寿町631 クリーニング

《 北支部 》
（一社）ひまわりライフサポート協会 博田　裕美 鳥取市元町247番地 財団・社団法人
㈱OMOI 川村　諒志 鳥取市福部町湯山2164-657　サンコスモス103号 菓子製造・小売

《 湖南支部 》
オフィスプランナー ナンジョウ 南條　昌計 鳥取市竹生76番地 事務用品
㈱ノイ 硲口　宣博 鳥取市栄町414番地 不動産業
Act 博田　則次 鳥取市古海1064 建設業
千代リサイクルシステム㈱ 水口　直美 鳥取市布勢50番地　ニューライフマンション101号 建設業
㈲中輝工業 中田　輝美 鳥取市野寺135-1 土木工事
森本建築板金 森本　晃一 鳥取市松原108-13 建築板金

《 湖東支部 》
日本メナード化粧品㈱湖山北代行店 山根　祐子 鳥取市湖山町北1丁目638　ハウスセンター山陰2F 化粧品販売

《 桜ヶ丘支部 》
（同）KR・カンパニー 近藤　由法 鳥取市津ノ井264-1　2F 電機製造業
《 気高支部 》
㈱河口工業 河口　憲司 鳥取市気高町奥沢見108番地 建設業

（順不同）

新入会員（14社）令和4.3.1 ～ 8.31



鳥取税務署　人事異動のお知らせ　（令和4.7.10発令）

官　　職 新　　　任
（前　　　職）

前　　　任
（異 動 先 等）

署 　 　 　 長 中　村　裕　之
（広島国税局 徴収部 徴収課 課長）

唯　間　秀　隆
（広島国税局 調査査察部 次長）

法人課税第一部門 
統 括 国 税 調 査 官

原　　　裕　二
（児島税務署 法人課税部門 統括国税調査官）

安　藤　直　人
（酒類総合研究所 総務課 課長補佐）

年月 事業・研修会 等 役員会・委員会 等 その他

4.11

「税に関する絵はがきコンクール」 表彰式　(11/16) 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さざんか会館
第15回 「キッズカフェ」（11/19）
税制改正提言活動（下旬）

青年の集い　沖縄大会
（11/25）

12 青年部会 クリスマス家族会（上旬）
第３回 法人税務説明会 ≪10・11・12月決算会社≫（12/20） 第２回 正副会長会議 「県連通信」・「ほうじん」

発送（下旬）

5. 1 青年部会 定例会（中旬）
女性部会 定例会（中旬）

第２回 広報委員会
青年部会 役員会

2 第４回 法人税務説明会 ≪1・2月決算会社≫（予定）

3

献血ボランティア　鳥取商工会議所 エントランス（予定）
第５回 法人税務説明会 ≪３月決算会社≫（予定）
支部合同講演会
青年部会 定例会　
女性部会 定例会

研修委員会
青年部会 役員会
女性部会 役員会
第２回 総務委員会
第３回 理事会

「法人とっとり」第110号発行
「法人とっとり」・「ほうじん」

発送（下旬）

鳥取法人会　行事予定　　
（令和4年11月1日～令和5年3月31日）

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、急遽中止及び日程変更となる場合がございます
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広報委員の広報委員の
ひとりごとひとりごと 　10月に入りめっきり肌寒くなってきました。今年の冬はかなりの寒さが予想され、電気やガ

ス、灯油等燃料コスト高騰により家計が大きく圧迫されそうですね。
　こんな時こそ木質バイオマスの利活用をご検討ください。国際情勢によって左右される石油
燃料に比べて価格も安定していますし、薪に関して言えば旦那さんがせっせとがんばれば大幅
な燃料コスト削減が見込めますよね。ペレット燃料も灯油と比較して安価な燃料になりました
し、何よりもぽかぽか暖かいリビングタイムを手に入れられます。「本当の豊かさってなんだろ
う？」近年数百年続く物質資本主義経済によって盲目になりそうな心に炎はいつも適切に問い
を与えてくれます。

田淵　裕章　（㈱田淵金物）　



鳥取支社


